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新しくなったホームページのトップ画面（部分）
「所蔵資料と利用方法」の画面から、当館所蔵資料の検索ができるようになりました。

所蔵資料と利用方法の
ページから資料検索が
できるようになったよ！
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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
和
歌
山
県
立
文
書
館
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
か
ら
約
二
〇
年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

デ
ザ
イ
ン
や
機
能
面
の
大
幅
な
見
直
し
を
行

い
、
令
和
八
年
三
月
十
二
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
、
今
回
新
し
く
追
加
し
た
、
所

蔵
資
料
検
索
と
学
校
支
援
の
ペ
ー
ジ
を
詳
し
く

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
所
蔵
資
料
検
索

　
当
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
紙
目
録
ま
た
は
Ｐ
Ｄ

Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
所
蔵
資
料
を
公
開
し
て
い
ま
し

た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
と

も
な
い
、
古
文
書
資
料
群
、
古
文
書
、
公
文

書
、
行
政
刊
行
物
等
に
つ
い
て
、
館
蔵
資
料
の

検
索
機
能
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
所
蔵
資
料
と
利
用
方

法
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
（
表
紙
写
真
）
、
ペ
ー
ジ

が
移
動
し
た
ら
、
「
収
蔵
資
料
検
索
」
の
黒
い

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
か
（
写
真
１
）
、
ペ

ー
ジ
を
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と
検
索
窓
が
あ
り
ま

す
（
写
真
２
）
。
こ
こ
に
調
べ
た
い
こ
と
ば

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
入
力
す
る
と
、
当
館
所
蔵

資
料
の
横
断
検
索
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
登

録
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
所
蔵
資
料
の
す
べ
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
（
表
１
）
、
お
探
し
の

資
料
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
当
館
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
サ
ム
ネ
イ
ル
画
像
が
検
索
結
果
に
表

示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
で
公
開
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
出
典
サ
イ
ト
で
表
示
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
、
当
館
サ
イ
ト
へ
遷
移
後
、
画
像
を
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
館
各
資
料
を
一
覧
で
把
握
で
き
る
よ
う
、

エ
ク
セ
ル
及
び
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
も
所
蔵
資

料
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

写真２　所蔵資料検索画面
①�検索窓　当館が所蔵する古文書資料群・古文書・公文書・行政刊行物等のキーワー
ド入力による横断検索ができます。
②�サムネイル画像　サムネイル画像が表示されていないものでもＰＤＦファイルで画
像を公開している場合があります。また、サムネイル画像は、ランダムに表示され
ます。

資料種別 点数
古文書資料群 201
古文書 4,749
公文書 16,765
行政刊行物等 11,663

表１　検索できる所蔵資料の点数
　　　（令和８年３月31日現在）

お探しの資料は
見つかったかな？

写真１　所蔵資料と利用方法

このボタンを
クリックするか
スクロール
してね。

①

②

ここにキーワードを入力してね。

サムネイル画像が表示されていなくても、
PDFで公開しているものもあるよ！

和
歌
山
県
立
文
書
館

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

和
歌
山
県
立
文
書
館

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
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■
学
校
へ
の
支
援

　
平
成
三
十
年
か
ら
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

（「
歴
史
総
合
」・「
日
本
史
探
究
」）
で
は
、
授

業
に
お
い
て
、「
資
料
の
活
用
」
を
図
る
こ
と

が
一
層
重
視
さ
れ
、
連
携
機
関
の
一
つ
と
し
て

「
公
文
書
館
」
が
初
め
て
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
当
館
で
も
令
和
五
年
五
月

に
「
授
業
で
使
え
る
和
歌
山
の
資
料
」
を
開
設

し
、
当
館
で
所
蔵
す
る
歴
史
資
料
を
中
心
に
、

歴
史
の
教
科
書
に
登
場
す
る
事
件
や
出
来
事
に

関
す
る
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
画
像
に
解
説
シ
ー
ト
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
添
え
て
公
開
し
て
い
ま
す
（
本
紙
第
六
五
号

及
び
第
六
七
号
参
照
）
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
校
等
の
ご
要
望
に
あ
わ
せ

て
、
歴
史
や
探
究
学
習
の
授
業
で
の
利
活
用

を
支
援
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
表

２
）
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
と
も
な
っ
て
、
学

校
へ
の
支
援
に
対
す
る
当
館
で
の
具
体
的
な
支

援
内
容
を
掲
載
す
る
こ
と
で
（
写
真
３
）
、
教

育
現
場
で
の
当
館
所
蔵
資
料
の
活
用
や
支
援
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
支

援
等
を
希
望
さ
れ
る
方
の
ご
相
談
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
新
し
く
な
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
後
も
よ
り
使
い
や
す

く
、
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
随
時
更
新

し
て
ま
い
り
ま
す
。

支援項目 内　　　　容
授業に関する支援 授業で使用したい所蔵資料に関する相談などの支援
出前講座 学校等で当館所蔵資料を活用した出前講座
文書館見学・職場体験学習・
インターンシップ

閲覧室や収蔵庫の見学、文書館の業務内容や所蔵資料
の紹介、仕事体験など

教職員向け研修等 資料の教育活用に関する講演や文書館見学など
学校所蔵資料の保存・活用
に関する相談 学校が所蔵する様々な資料の保存・活用の支援

表２　和歌山県立文書館が実施する学校への支援一覧
　当館では、教員への支援、児童・生徒・学生への対応、学校への助言等、様々な角
度から支援をおこなっています。電話（073-436-9540）、メール（e0221011@
pref.wakayama.lg.jp）にてご連絡ください。

写真３　学校への支援（部分）
支援の取組に関する具体例は、ホームページ内のリンクからご覧ください。

リンク先のページを見てね！

学習の成果や配布資料を
掲載しているよ！
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か
つ
て
海
南
市
日
方
の
日
方
駅
か
ら
旧
海
草

郡
野
上
町
（
現
紀
美
野
町
）
下
佐
々
の
登
山
口

駅
ま
で
の
一
一・四
㎞
間
を
運
行
し
た
「
野
上

電
鉄
」「
野の

鉄て
つ

」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
鉄
道
（
以

下
「
野
鉄
」）
と
沿
線
地
域
の
歴
史
を
、
文
書

館
資
料
を
通
し
て
見
て
い
き
ま
す
。

　『
野
上
軽
便
鉄
道
資
料
』

　
野
鉄
は
、
開
業
時
の
社
名
を
野
上
軽け

い
べ
ん便

鉄
道

株
式
会
社
と
言
い
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

二
月
四
日
か
ら
日
方
駅
～
野
上
駅
（
の
ち
紀
伊

野
上
駅
。
現
紀
美
野
町
小し

ょ
う

畑ば
た

）
間
で
運
転
を
開

始
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
生お

石い
し

口
（
の

ち
の
登
山
口
）
駅
ま
で
延
長
し
、
同
年
野
上
電

気
鉄
道
株
式
会
社
と
社
名
変
更
し
て
平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
七
八
年

間
、
電
車
を
運
行
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
軽
便
鉄
道
と
は
、
軌
道
の
幅
が
せ
ま

く
、
小
型
の
機
関

車
お
よ
び
車
両
を

用
い
る
鉄
道
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
文
書
館
に
は
、

同
社
が
作
成
・
取

得
し
て
解
散
時
ま

で
所
持
し
て
い
た

文
書
『
野
上
軽
便

鉄
道
資
料
』
全
三

冊
が
あ
り
ま
す

（
写
真
１
）。
運
行

終
了
の
翌
日
に
解
散
し
た
同
社
の
清
算
に
関
わ

っ
た
人
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
に
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
同
社
が
国
や
県
な
ど
に
提
出
し
た
申
請
書
の

控
え
や
、
対
す
る
国
な
ど
か
ら
の
許
可
書
原
本

な
ど
を
綴
じ
た
も
の
で
す
が
、『
和
歌
山
県
史
』

な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
国
側
の
も
の
で
は
な

く
、
地
元
側
の
記
録
と
し
て
と
て
も
貴
重
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
文
書
か
ら
、
野
鉄
敷
設
の
申

請
書
を
紹
介
し
ま
す
。

軽
便
鉄
道
法

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
地
方
交
通

の
発
展
を
図
る
た
め
、
従
来
の
鉄
道
法
規
「
私

設
鉄
道
法
」
と
比
べ
て
大
幅
に
鉄
道
敷
設
免
許

条
件
を
緩
和
し
、
手
続
を
簡
略
化
し
た
内
容
の

「
軽
便
鉄
道
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
、
全
国
に
軽
便
鉄
道
ブ
ー
ム
が
お
こ
り
、

和
歌
山
県
内
で
も
、野
鉄
の
ほ
か
新
宮
鉄
道（
現

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
の
一
部
）・
有
田
（
軽
便
）
鉄

道
・
山さ

ん
ど
う東

軽
便
鉄
道
（
現
和
歌
山
電
鐵
貴
志
川

線
）・
加か

だ太
軽
便
鉄
道
（
現
南
海
加
太
線
）
が

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

野
上
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
書

　
野
鉄
の
最
初
の
申
請
書
は
、
明
治
四
十
四
年

二
月
、
日
方
町
長
畑
山
忠
右
衛
門
ら
二
一
名
か

ら
内
閣
総
理
大
臣
桂
太
郎
宛
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
２
）。

　
　
　
　
　

　
　
　
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
書

今
般
、
私
共
発
起
ノ
上
、
和
歌
山
県
海
草
郡

日
方
町
ヨ
リ
大
野
村
・
巽
村
・
那
賀
郡
中
野

上
村
ヲ
経
テ
東
野
上
村
ニ
至
ル
区
間
ニ
軽
便

鉄
道
法
ニ
依よ

ル
鉄
道
ヲ
敷
設
シ
、
一
般
旅
客

并な
ら
び

ニ
貨
物
運
輸
ノ
業
ヲ
営
ミ
度た

し
、
該
区
間

ハ
海
草
郡
・
那
賀
郡
・
伊
都
郡
・
有
田
郡
ノ

四
郡
ニ
亘わ

た
ル
貨
物
運
輸
ノ
要
路
ニ
シ
テ
、
特

ニ
物
産
ノ
豊
富
ナ
ル
コ
ト
県
下
有
数
ノ
位
置

ニ
ア
リ
、
且か

つ
本
鉄
道
敷
設
ノ
上
ハ
、
和
歌
山

市
・
日
方
間
ニ
於お

ケ
ル
和
歌
山
水
力
電
気
鉄

道
線
ニ
接
続
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヲ
以も

っ
テ
、
交

通
上
至し

大だ
い

ノ
便
利
ヲ
与あ

た
フう

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
スず

、

物
産
ノ
増
殖
・
産
業
ノ
発
達
ニ
資
ス
ル
コ
ト

亦ま
た

頗す
こ
ぶ

ル
多
大
ナ
リ
ト
相あ

い
し
ん
じ信

候
間あ

い
だ

、
御
許
可

相あ
い
な
り
た
く

成
度
、
関
係
書
類
相あ

い
そ
え添

、
此こ

の
段
申
請
候
也な

り

　
明
治
四
十
四
年
二
月
十
八
日

　
和
歌
山
県
海
草
郡
日
方
町
…

　
　
　
　
　
　
　
　
畑
山
忠
右
衛
門
㊞
　

（
ほ
か
発
起
人
二
〇
名
（
表
参
照
）
及
び

代
人
一
名
略
）

内
閣
総
理
大
臣
侯
爵
桂
太
郎
殿

　
申
請
書
に
は
、
関
係
書
類
と
し
て

　
・�

企
業
目
論
見
書
（
発
起
人
の
引
受
株
数
や

収
支
概
算
な
ど
を
記
す
）

　
・
野
上
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
仮
定
款

　
・
路
線
図
（
写
真
３
）

　
・
線
路
縦
断
面
図

が
添
付
さ
れ
ま
し
た
。

発
起
人
・
賛
成
人

　
野
鉄
発
起
人
二
一
名
の
う
ち
一
七
名
は
、
沿

線
予
定
地
の
政
治
家
、
有
力
者
で
あ
り
、
地
域

の
地
場
産
業
で
あ
る
漆
器
の
ほ
か
、
野
上
谷
の

醸
造
業
者
、
蠟ろ

う
そ
く燭
・
棕し
ゅ
ろ櫚
・
和
傘
の
三
業
に
関

文
書
館
資
料
か
ら
見
る
野
上
鉄
道
史
（
二
）

野
上
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
書
の
提
出

文
書
館
資
料
か
ら
見
る
野
上
鉄
道
史
（
二
）

野
上
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
書
の
提
出

写真１　野上軽便鉄道資料』全３冊

写真２「野上軽便鉄道敷設免許申請書」（本文部分）
　　　（『野上軽便鉄道資料』のうち「野上軽便鉄道敷設申請書・許可書綴」）
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わ
る
商
人
た
ち
、
つ
ま
り
製
品
又
は
原
材
料
の

輸
送
の
当
事
者
に
な
る
で
あ
ろ
う
人
た
ち
で
し

た
（
表
）。

　

ま
た
、
添
付
書
類
の
新
会
社
の
仮
定
款
に

は
、
発
起
人
に
加
え
て
事
業
へ
の
「
賛
成
人
」

三
六
人
の
名
前
も
連
な
っ
て
い
ま
す
が
、
う
ち

三
二
名
が
沿
線
予
定
地
の
村
長
な
ど
有
力
者
で

あ
り
、
前
号
で
紹
介
し
た
幻
の
「
軽
便
軌●

道
敷

設
特
許
願
」
の
計
画
と
比
べ
る
と
、
地
元
民
の

比
率
は
格
段
に
高
く
、「
地
元
か
ら
の
要
望
」

と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
度
も
高
い
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

申
請
理
由

　

鉄
道
敷
設
を
申
請
す
る
理
由
は
、「
こ
の
区

間
は
四
郡
に
ま
た
が
る
貨
物
運
輸
の
要
路
で
、

物
産
が
豊
富
な
場
所
に
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
山

市
～
日
方
間
の
和
歌
山
水
力
電
気
鉄
道
線
に
接

続
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
交
通
上
便
利
に
な

る
の
み
な
ら
ず
、
産
業
の
発
展
に
も
多
大
に
寄

与
す
る
こ
と
に
な
る
」
か
ら
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
和
歌
山
水
力
電
気
鉄
道
線
と
い
う
の
は
、
明

治
四
十
二
年
に
県
庁
～
和
歌
浦
間
の
路
面
電
車

を
開
通
し
た
、
後
の
和
歌
山
電
気
軌
道
、
和
歌

山
市
電
の
前
身
で
す
。

　
こ
の
路
面
電
車

が
日
方
ま
で
延
び

る
計
画
が
あ
り
、

申
請
書
提
出
時

点
で
は
琴
の
浦
ま

で
延
伸
し
て
い
ま

し
た
（
日
方
ま
で

延
伸
し
た
の
は
大

正
七
年
）。

　
つ
ま
り
、
最
終

的
に
は
鉄
道
路
が

東
野
上
村
（
現
紀

美
野
町
下
佐
々
・

動と
ど
ろ
き木

・
小
畑
が
沿

線
）
か
ら
和
歌

山
ま
で
繋
が
る
、

と
い
う
目
論
見
で

し
た
。

県
の
意
見
副
申

　
申
請
書
は
、
和

歌
山
県
庁
を
経

由
し
て
国
へ
提

出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
途
中
、

申
請
書
を
受
け
取
っ
た
県
の
方
で
も
三
か
月
か

け
て
色
々
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
、
五
月
三
十
一

日
付
け
で
和
歌
山
県
知
事
川
上
親
晴
名
で
桂
内

閣
総
理
大
臣
宛
の
「
意
見
副
申
」
を
添
え
、
申

請
書
を
国
の
担
当
役
所
で
あ
る
鉄
道
院
に
提
出

し
ま
し
た
（『
和
歌
山
県
史
近
現
代
史
料
四
』

九
五
七
～
九
五
八
頁
）。

　
知
事
の
意
見
は
、

・�

本
路
線
と
並
行
す
る
日
方
街
道
は
那
賀
郡
南

部
貴
志
川
沿
岸
地
域
及
び
有
田
郡
東
部
か
ら

海
草
郡
黒
江
町
に
通
じ
る
要
路
で
あ
っ
て
運

輸
交
通
量
の
多
さ
は
県
下
で
は
外
に
な
く
、

那
賀
郡
南
部
及
び
有
田
郡
東
部
の
山
産
物
は

主
に
同
街
道
か
ら
黒
江
・
日
方
港
を
経
由
し

て
輸
出
さ
れ
る
現
状
で
あ
り
、
鉄
道
開
通
は
、

こ
れ
ら
の
輸
出
上
非
常
に
便
宜
を
も
た
ら
す

の
で
、
産
業
の
発
達
を
促
進
し
、
地
方
経
済

上
有
利
な
る
事
業
と
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、

和
歌
山
水
力
電
気
鉄
道
線
も
近
く
黒
江
町
ま

で
開
通
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
と
相
俟
っ
て
交

通
運
輸
の
発
達
が
促
進
す
る
は
ず
で
あ
る
。

・�

本
起
業
の
影
響
で
衰
退
が
予
想
さ
れ
る
地
域

又
は
交
通
機
関
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

・�

発
起
人
の
多
数
は
地
域
に
相
当
信
用
と
資
産

を
有
す
る
者
で
、
中
に
は
鉄
道
事
業
の
経
験

者
も
あ
り
、
事
業
遂
行
は
相
当
に
確
実
と
認

め
ら
れ
る
。

・�

本
申
請
と
殆
ん
ど
同
時
に
出
願
さ
れ
た
、
国

有
鉄
道
和
歌
山
線
和
歌
山
駅
（
現
Ｊ
Ｒ
紀
勢

本
線
紀
和
駅
）
か
ら
海
草
郡
岡
崎
村
・
西
山

東
村
を
経
て
那
賀
郡
東
野
上
に
達
す
る
山
東

軽
便
鉄
道
の
計
画
（
現
和
歌
山
電
鐵
貴
志
川

線
の
前
身
で
は
な
く
、
不
許
可
と
な
っ
た
幻

の
鉄
道
計
画
）
も
あ
る
が
、
経
過
地
が
異

な
る
た
め
経
営
方
法
次
第
で
両
立
可
能
で
あ

る
。
し
か
も
、
那
賀
郡
南
部
及
び
有
田
郡
東

部
地
方
の
貨
物
を
搬
出
す
る
に
は
、
距
離
の

短
さ
、
輸
出
港
の
連
絡
の
良
さ
及
び
商
取
引

上
の
現
状
か
ら
、
本
路
線
の
方
が
遥
か
に
好

望
と
認
め
ら
れ
る
。

と
、
申
請
書
よ
り
も
事
情
を
詳
し
く
説
明
し
た

上
で
「
本
起
業
ハ
速す

み
や
か

ニ
御
許
可
相あ
い
成な
り
度た

」
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
後
、
申
請
書
を
受
け
た
鉄
道
院
に
よ
る

審
査
が
始
ま
り
、
発
起
人
と
の
間
で
細
か
い
確

認
が
書
類
で
や
り
取
り
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

　
以
下
、
次
号
に
続
き
ま
す
。

�

（
藤　
隆
宏
）

表　野上軽便鉄道敷設申請書発起人（※塗りつぶしは沿線予定地住民）
氏名 住所地 役職・職業

畑山忠右衛門 海草郡日方町 日方町長
清水与次兵衛 海草郡日方町 日方町会議員、棕櫚製品・ロープ製造販売、のち海南市長
小川義鑑 海草郡巽村大字重根 巽村長、同村農会長、元海草郡会議員
藤田　徹 海草郡巽村大字阪井 酒造業、綿ネル製造、のち県会議員
井上　彰 海草郡巽村大字阪井 棕櫚製品製造、のち野鉄第二代社長
中尾　映 那賀郡東野上村大字動木 酒造業、元動木村戸長、元東野上村長
吉村　博 那賀郡東野上村大字動木 東野上村会議員、醸造業、煙草商
中尾楠右衛門 那賀郡東野上村大字動木 東野上村会議員、醸造業
田島長三郎 海草郡日方町 漆器・雑貨商
青木英一 海草郡日方町 日方町助役、のち町長、質商

角田宇兵衛 海草郡日方町 元海草郡会議員、漆器商、南海瓦斯会社社長、和歌山米穀
取引所理事、日方信用組合組合長、歓楽街出資

角田清兵衛 海草郡日方町 海草郡会議員、漆器商、棕櫚製品販売
青木彦次郎 海草郡日方町 金物商、教科書・新聞雑誌売捌業、大阪毎日新聞出資
柳　忠右衛門 海草郡日方町 質商、紙・荒物・乾物商
石倉正右衛門 海草郡日方町 棕櫚製品販売
出口粂之輔 海草郡大野村大字大野中 大野村長、元日方村外七ヶ村戸長、のち海草郡会議員
千田　徹 那賀郡田中村大字打田 県会議員、紀伊毎日新聞社長
坂成宣義 西牟婁郡田並村大字田並 県会議員、元田並村長

津村紀陵 和歌山市元寺町西ノ丁 野鉄初代社長、元県会議員、元連合戸長、のち貴族院議員、
和歌山倉庫銀行社長、和歌山水力電気㈱取締役

井関熊之助 海草郡中ノ島村 のち海草郡会議員
橋爪重郎右衛門 海草郡日方町 海草郡会議員、傘問屋、運送業、醤油醸造業、質商

写真３　路線図（「野上軽便鉄道敷設免許申請書」関係書類）
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■
は
じ
め
に

　
令
和
七
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
六
日
ま

で
、
文
書
館
教
育
連
携
担
当
の
寺
前
駿
副
主
査

が
、
和
歌
山
移
民
史
教
育
の
実
践
を
目
指
し
た

指
導
者
研
修
に
九
日
間
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
が

中
核
館
と
な
っ
て
活
動
す
る
文
化
庁Innovate 

M
U
SEU

M

採
択
事
業
「
広
域
的
地
域
史
の
再

構
築
を
通
じ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
機
能
強
化
事

業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
で

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
和
歌
山
が
共
有
す

る
移
民
史
の
継
承
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
て
日
系
人
に
関
す
る
施
設

を
訪
れ
、
現
地
の
博
物
館
学
芸
員
や
日
系
人
の

方
と
交
流
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
①
強
制
収
容
を
経
験
し
た
方
の
語
り
、

②
共
感
を
求
め
る
展
示
、
③
教
育
連
携
の
あ
り

方
、
④
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
在
で
す
。

■
強
制
収
容
を
経
験
し
た
方
の
語
り

　
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
諸

州
に
住
む
日
本
人
・
日
系
人
が
「
敵
国
人
」
と

さ
れ
、
各
地
の
収
容
所
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
で
は
、
和
歌
山
県
に
ル
ー
ツ
が
あ

り
、
六
～
九
歳
の
と
き
に
強
制
収
容
を
経
験
し

た
フ
ロ
ー
ラ
・
ニ
ノ
ミ
ヤ
さ
ん
の
お
話
を
伺
い

ま
し
た
（
写
真
１
）
。
彼
女
か
ら
、
自
ら
や
家

族
の
生
い
立
ち
、
収
容
所
で
の
記
憶
、
戦
後
の

農
園
業
の
取
組
な
ど
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
彼
女
は
収
容
所
内
で
同
年
代
の
日
系
人
と

と
も
に
過
ご
し
て
楽
し
か
っ
た
と
語
る
一
方
、

父
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
こ
と
が
寂
し
か
っ
た

と
語
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
八
〇
年
を
過

ぎ
、
戦
争
体
験
者
の
語
り
を
い
か
に
継
承
す
る

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
境
を
超
え

た
継
承
も
重
要
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

■
共
感
を
求
め
る
展
示

　
日
系
人
に
関
す
る
博
物
館
で
は
、
来
館
者
の

感
情
に
訴
え
か
け
、
共
感
を
求
め
る
展
示
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
太
平
洋
戦
争
中
に

日
本
人
・
日
系
人
が
強
制
収
容
さ
れ
た
ト
パ
ー

ズ
収
容
所
跡
の
近
く
に
あ
る
ト
パ
ー
ズ
博
物
館

で
は
、
収
容
所
の
室
内
を
再
現
し
た
空
間
（
写

真
２
）
が
あ
り
、
来
場
者
が
収
容
さ
れ
た
か
の

よ
う
な
体
験
を
さ
せ
、
収
容
さ
れ
た
過
去
の

人
々
へ
の
共
感
を
求
め
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

■
教
育
連
携
の
あ
り
方

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
あ
る
全
米
日
系
人
博
物
館

で
は
、
教
育
連
携
担
当
の
職
員
と
日
系
人
に

関
す
る
授
業
の
議
論
を
行
い
ま
し
た
（
写
真

３
）
。
授
業
内
で
の
問
い
か
け
と
し
て
、
「
日

系
ア
メ
リ
カ
人
の
若
者
が
収
容
中
に
築
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
な
ぜ
重
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
」
、
「
ア
メ
リ
カ
の
強
制
収
容
所
で
育
っ

た
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
若
者
の
経
験
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
な
ぜ
重
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」

と
い
っ
た
、
歴
史
上
の
他
者
へ
の
共
感
や
現
代

に
お
け
る
意
義
を
こ
ど
も
た
ち
が
考
え
る
授
業

を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
在

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、
「
日
系
人
の
街
」
と

し
て
知
ら
れ
る
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
を
中
心
に

滞
在
し
、
ガ
ー
デ
ナ
仏
教
会
主
催
の
盆
踊
り

（
写
真
４
）
を
調
査
し
ま
し
た
。
盆
踊
り
に

は
、
日
系
人
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
人
種
の

人
々
が
と
も
に
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

流
れ
る
音
楽
は
、
東
京
音
頭
と
い
っ
た
日
本
で

も
馴
染
み
の
あ
る
も
の
か
ら
、
現
地
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
生
み
出
し
た
創
作
の
踊
り
ま
で
多
様

な
も
の
で
し
た
。
場
所
・
時
代
を
越
え
て
日
系

人
の
文
化
が
変
化
し
な
が
ら
、
継
承
さ
れ
て
い

る
場
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

■
国
境
を
越
え
た
移
民
史
の
継
承

　
今
回
の
研
修
で
は
、
当
館
所
蔵
「
堂
本
家
文

書
」
ゆ
か
り
の
ア
メ
リ
カ
在
住
の
御
子
孫
の
方

と
お
会
い
し
、
後
日
、
来
日
さ
れ
て
「
堂
本
家

文
書
」
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

交
流
か
ら
国
境
を
越
え
た
移
民
史
の
継
承
の
価

値
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
移
民
史
の
継
承
に
つ
い
て
多
様
な
立
場
の
方

と
交
流
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
別
の
な
い
社

会
の
実
現
の
た
め
に
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。
最
後
に
ト
パ
ー
ズ
博
物

館
の
展
示
に
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
を
紹
介
し
て

終
わ
り
ま
す
。

　
「
私
と
あ
な
た
と
の
間
に
争
い
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
祈
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
は

兄
弟
だ
か
ら
。
」(

ト
パ
ー
ズ
博
物
館
展
示
よ

り
引
用)

�

（
寺
前　
駿
）

写真１　フローラ・ニノミヤさんとの対話

写真４　ロサンゼルスでの盆踊り

写真２　収容所の再現展示

写真３　教育連携の議論

和
歌
山
移
民
史
教
育
の
実
践
を

目
指
し
た
指
導
者
研
修
に
参
加
し
て

和
歌
山
移
民
史
教
育
の
実
践
を

目
指
し
た
指
導
者
研
修
に
参
加
し
て
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令
和
七
年
度
に
文
書
館
に
寄
贈
い
た
だ
い
た

古
文
書
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
今
後
番
号
付
け
、
目
録
作
り
、
複
製

物
作
成
な
ど
、
皆
様
に
御
利
用
い
た
だ
く
た
め

の
整
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
整
理
中

の
文
書
は
、
出
納
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
御

利
用
に
な
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
御
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
当
館
に

御
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
八
塚
良
三
写
真
資
料
（
紀
の
川
市
粉
河
）

　
粉
河
祭
な
ど
を
写
し
た
、
戦
前
か
ら
昭
和
中

期
に
か
け
て
の
写
真
約
一
〇
〇
点
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
八
塚
家
は
紀
の
川
市
粉
河
の
旧
家
で
、
良
三

は
粉
河
酢
の
製
造
で
著
名
な
室
屋
九
左
衛
門
の

子
孫
に
あ
た
り
、
若に

ゃ
く

一い
ち

王
子
（
現
紀
の
川
市
東

野
王
子
神
社
）
の
社
掌
、
粉
河
産う

ぶ
土す
な
神
社
（
紀

の
川
市
粉
河
）
や
大
宮
神
社
（
岩
出
市
宮
）
の

宮
司
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

　
神
社
な
ど
で
撮
影
さ
れ
た
集
合
写
真
や
個
人

の
肖
像
写
真
の
ほ
か
に
、
昭
和
前
・
中
期
頃
に

撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
粉
河
祭
の
山
車

（
写
真
１
）
や
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
る
粉
河
産
土
神
社
の
境
内
、
武
者
姿

や
稚
児
の
写
真
が
あ
り
、
当
時
の
祭
の
盛
況
ぶ

り
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

■
鈴
木
家
文
書
（
海
南
市
下
津
町
丸
田
）

　
鈴
木
家
は
、
江
戸
時
代
に
は
塩
津
浦
網
仲
間

衆
の
網
商
人
と
し
て
活
動
し
、
明
治
時
代
以
降

は
、
丸
田
村
村
長
や
大
崎
村
（
現
海
南
市
下
津

町
大
崎
・
方
・
丸
田
・
黒
田
・
丁
）
村
長
、
海

草
郡
郡
会
議
員
を
輩
出
し
た
家
で
す
。
こ
の
た

び
、
同
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
が
御
子
孫
か
ら

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
同
家
文
書
は
六
〇
〇
点
ほ

ど
が
『
和
歌
山
県
古
文
書
目
録
Ⅱ
』
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
寄
贈
後
の
確
認
に
よ
り
近
世

か
ら
近
代
に
か
け
て
の
一
、二
〇
〇
点
を
超
え

る
数
の
文
書
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
鈴
木
家
文
書
に
は
、
網
仲
間
衆
中
に
お
け
る

取
決
め
に
つ
い
て
記
し
た
定さ

だ
め

書が
き
（
写
真
２
）
、

網
の
原
料
と
な
る
苧か

ら
む
し

の
仕
入
れ
の
実
態
が
わ
か

る
仕し

切き
り

書し
ょ

や
売う

り
判は

書が
き

（
い
ず
れ
も
商
取
引
の
際

に
作
成
さ
れ
る
文
書
）
、
網
仲
間
と
、
紀
州
藩

御
仕
入
方
や
漁
民
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る

口
上
書
・
証
文
な
ど
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
地

域
の
漁
業
・
漁
民
や
網
仲
間
の
構
造
、
動
向
に

関
す
る
重
要
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
網

仲
間
衆
は
、
大
坂
方
面
か
ら
苧
を
仕
入
れ
、
地

域
の
農
漁
民
に
仕
事
と
し
て
そ
れ
ら
を
網
に
す

か
せ
、
漁
民
に
販
売
も
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
文
書
は
早
く
か
ら
研
究
に
活
用
さ
れ
、
一

部
は
『
下
津
町
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
の
検
地
帳
や
名な

寄よ
せ

帳
に
加

え
、
明
治
時
代
以
降
の
村
行
財
政
や
学
校
運
営

に
関
わ
る
文
書
、
漁
業
組
合
、
蜜
柑
の
販
売
な

ど
諸
産
業
に
関
す
る
文
書
、
個
人
の
書
簡
も
あ

り
、
地
域
の
行
政
や
産
業
、
教
育
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
う
え
で
重
要
な
文
書
群
で
す
。

■
山
田
常
吉
家
写
真
（
和
歌
山
市
紀
三
井
寺
）

　
明
治
時
代
に
、
紀
三
井
寺
村
（
現
和
歌
山
市

三
葛
・
紀
三
井
寺
・
内
原
・
布
引
・
毛
見
）
か

ら
移
民
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
山
田
常
吉

の
家
に
伝
わ
っ
た
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
写
真
約
一
〇
〇
点
で
す
。
御
子
孫

か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
館
寄
託
『
岩
㟢
家
文
書
』
か
ら
、
常
吉
は

明
治
時
代
の
半
ば
に
は
米
国
に
滞
在
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
写
真
は
ほ
と
ん
ど
が
肖
像
写
真
で
、
常
吉
ら

移
民
同
士
で
交
換
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、

現
地
の
家
や
教
会
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
親
族
の
出
征
や
、
和
歌
山
市
内
で

撮
影
し
た
と
思
わ
れ
る
学
校
の
集
合
写
真
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
紀
三
井
寺
村
か
ら
渡
米
し
、
大
学
で

法
学
を
修
め
て
弁
護
士
と
な
っ
た
谷
越
勝
太
郎

の
写
真
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
勝
太
郎
は
日
本

人
移
民
の
裁
判
の
弁
護
に
努
め
、
羅（

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）府

日
本
人

会
会
長
、
南

（
南
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
）

加
和
歌
山
県
人
会
会
長
、
そ
の

他
日
本
人
会
の
役
員
を
務
め
る
な
ど
、
在
米
邦

人
の
活
動
や
権
利
の
擁
護
に
尽
力
し
ま
し
た
。

■
御お

先さ
き

備ぞ
な
え

御お

人に
ん

数す
う

控ひ
か
え

（
岩
出
市
岡
田
）

　
江
戸
時
代
、
岩
出
組
の
在
鳥
見
助
役
を
務
め

た
西
岡
文
四
郎
が
作
成
し
た
『
御
先
備
御
人
数

控
』
一
点
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
文
四
郎
は
、
明
治
時
代
に
は
岡
田
村
村
会
議

員
や
岩
出
町
町
会
議
員
を
つ
と
め
た
人
物
で
す
。

　
『
御
先
備
御
人
数
控
』
は
、
第
十
四
代
紀
州

藩
主
徳
川
茂も

ち
つ
ぐ承
が
先
手
総
督
に
任
じ
ら
れ
た
第

二
次
長
州
征
討
に
関
す
る
資
料
で
す
。
紀
州
藩

の
長
州
征
討
先
鋒
と
し
て
出
陣
し
た
、
付つ

け
家が

老ろ
う

安
藤
直
裕
率
い
る
軍
勢
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お

り
、
征
討
に
従
軍
し
た
藩
士
の
名
前
や
役
職
、

人
夫
の
人
数
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

写真１　中町の山車

写真２　定（鈴木家文書　仮文書番号①―199）
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和
歌
山
県
で
は
、
知
事
部
局
、
県
議
会
な
ど

「
実
施
機
関
」
ご
と
に
規
程
を
定
め
、
公
文
書

を
作
成
・
管
理
し
て
い
ま
す
。
公
文
書
は
、
そ

れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
保
存
期
間
に
基
づ
き
、
有

期
限
文
書
と
永
久
保
存
文
書
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
文
書
館
で
は
、
規
程
に
則
っ
て
こ
れ
ら
の

引
継
ぎ
・
収
集
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
知
事
部
局
・
県
議
会
事
務
局
・
選
挙
管
理
委

員
会
・
監
査
委
員
事
務
局
・
労
働
委
員
会
事
務

局
・
収
用
委
員
会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
は
、
規
程
に
よ
り
、

保
存
期
間
が
経
過
し
た
有
期
限
文
書
の
廃
棄
決

定
を
行
い
、
文
書
館
長
に
通
知
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
文
書
館
で
は
、
収
集
基
準
に
基

づ
い
て
評
価
・
選
別
を
行
い
、
歴
史
的
価
値
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
廃
棄
公
文
書
の
引
渡
し
を

各
主
務
課
へ
依
頼
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
知
事

部
局
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
を
「
収
集
文

書
」
、
知
事
部
局
以
外
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
も

の
を
「
受
入
文
書
」
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

　
令
和
七
年
度
に
は
、
令
和
五
年
度
に
県
が
導

入
し
た
公
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
上
で
作
成
さ
れ

た
電
子
公
文
書
の
一
部
が
保
存
期
間
を
経
過

し
、
廃
棄
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
文
書
館
に
と

っ
て
、
電
子
公
文
書
の
評
価
・
選
別
及
び
収
集

は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た
。

　
令
和
七
年
度
、
前
述
の
実
施
機
関
で
紙
・
電

子
合
わ
せ
て
三
〇
、
四
九
八
件
の
有
期
限
文
書

の
廃
棄
決
定
を
行
い
、
文
書
館
で
は
、
一
、

一
八
八
件
（
う
ち
、
電
子
一
九
件
）
を
収
集
文

書
、
五
件
を
受
入
文
書
と
し
て
収
集
し
ま
し

た
。

　
知
事
部
局
の
う
ち
、
振
興
局
・
地
方
機
関
を

除
く
本
庁
各
課
は
、
事
案
完
結
よ
り
二
〇
年
を

経
過
し
た
永
久
保
存
文
書
を
文
書
館
へ
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
文
書
館
で
は
、
引
き
継

が
れ
た
永
久
保
存
文
書
を
「
引
継
文
書
」
と
し

て
登
録
し
ま
す
。
令
和
七
年
度
に
は
一
八
四
件

を
引
継
文
書
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

　
当
該
文
書
を
所
管
す
る
本
庁
各
課
の
決
定
に

よ
り
、
規
程
に
則
っ
た
手
続
き
を
経
て
引
継
文

書
を
返
還
・
廃
棄
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
文

書
館
で
は
、
廃
棄
決
定
さ
れ
た
引
継
文
書
に
つ

い
て
も
有
期
限
文
書
と
同
様
に
評
価
・
選
別
を

行
い
、
歴
史
的
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
廃

棄
公
文
書
を
収
集
文
書
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

以
上
に
よ
り
、
令
和
七
年
度
末
現
在
の
所

蔵
公
文
書
数
は
、
収
集
文
書
一
五
、
三
四
九

件
、
受
入
文
書
八
六
〇
件
、
引
継
文
書

二
二
、
二
二
三
件
の
合
計
三
八
、
四
三
二
件
と

な
り
ま
し
た
。

　
文
書
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
適
切
に
整

理
・
保
存
し
、
事
案
完
結
後
三
〇
年
が
経
過
し

た
も
の
の
う
ち
公
開
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
も

の
を
利
用
に
供
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人

情
報
の
記
載
な
ど
を
理
由
に
公
開
が
制
限
さ
れ

て
い
る
引
継
文
書
の
利
用
に
は
、
情
報
公
開
制

度
に
則
っ
た
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
文
書
館
で
即
日
利
用
可
能
な
公
文
書
を
、
閲

覧
室
に
備
付
け
の
台
帳
や
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
部
の
公

文
書
に
つ
い
て
は
、
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア

ー
カ
イ
ブ
」
で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

法
方
用
利
■

◆

に
付
受
室
覧
閲

要
必
で
等
録
目
る
あ

を
等
書
文
料
資
な

請
申
覧
閲
し
索
検

受
え
う
の
入
記
に
書

だ
く
て
し
出
提
に
付

用
利
等
書
文
。

。

。

い
さ

館
閉
は
付
受
の

30
分

す
で
で
ま
前

◆

料
資
政
行
る
い
て
し
架
排
に
棚
書
室
覧
閲

い
さ
だ
く
て
し
覧
閲
に
由
自
は
料
資
考
参

◆

申
認
承
写
複
、は
合
場
る
れ
さ
望
希
を
写
複

だ
く
て
し
出
提
に
付
受
え
う
の
入
記
に
書
請

間
時
館
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